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利用者統計（2010年1月～運用開始、2011年4月～共同研究者の方に公開開始）

SEDNAはXML技術をベースとしたRCM-DBを採用しています。
運用中でも追加変更が可能なので、ワーキングメンバーで機能拡張や
改善を行っています。

機能拡張や改善

2011年～

※RCM System Software
株式会社 キャトルアイ・サイエンス
http://www.i4s.co.jp

SEDNAでは権限が厳重に設定されています

※各シリーズの詳細情報は
実験シリーズ検索で
検索できます。

「課題番号」によって、該当するサブグループに登録されます。
SEDNAでは、サブグループにより権限設定されているため、
適切に登録されていないと、必要なデータを見ることができません。
（レーザー研のユーザも同様です）

申請書の「課題番号 （A1-01等）」は
正確に記入してください！！
また、自分が関係するものは、
すべて記入してください。
（ただし、課題番号B,Cは継続申請
不要です）

2011年9月～

2012年3月～

2012年10月～

不具合や要望の報告

FI-02サブグループ概要

2012年7月～

2012年10月～
2012年10月～

レーザー研シンポジウム2013
2013.5.8 – 5.9

今年度（2013年度）も継続申請を実施します！（只今、準備中）

継続申請画面

継続申請は
こちらから

SEDNAと連携したシミュレーション実行環境

USB等でのデータやりとり禁止です！
激光XII号/LFEXでの実験データを、SEDNAを経由せずに
受け渡すことを禁止しています
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